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あらまし：本研究では、女子がよく利用している自画写真の自他による評価基準を明らかにする。また、

本システムの実用目的として、教師が活用できる児童・生徒の自画写真とその自他写真評価による

自動生徒プロファイル分析、および児童･生徒へのフィードバックとして個々が主役となるオー

ダーメイド卒業アルバムを自動制作するシステムを開発する。 
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1. はじめに 

近年、日本では、学校教育における教員不

足が問題化している。ＮＨＫ(1)が、都道府県

と政令指定都市、合わせて 67 の教育委員会に

取材したところ、2017年 4月の始業式時点で、

半数近い 32 の教育委員会で、定数に対して、

少なくとも 717 人もの教員が不足しているこ

とが明らかとなった。他方、学校現場では集

団教育から個別対応へ変革が迫られている。 

昨今の教育現場の複雑化は、これまで学校

内の閉鎖空間で処理されてきた個々の諸問題

が、インターネットの発達により学外へ顕在

化し、明治以来 150年間変わらなかった日本

の集団教育システムの問題点が学校外へ露呈

した結果である。しかし、教員不足の現状で、

短期間に集団教育を改め、個別教育を行うこ

とは極めて困難である。よって、個々の児童・

生徒に個別対応が可能な、教育補助システム

の導入が急務であると考えられる。 

本研究では、個別対応が可能な教育補助シ

ステムの一環として、女子生徒の行動に着目

する。個人的な事例として、昨年秋、筆者の

妹は同級生の自殺という痛ましい事件に見舞

われた。同事件は、クラス内のいじめが原因

で、学校行事の最中にベランダから飛び降り

たものであった。本事件は、多感な女子生徒

一人ひとりに寄り添う個別教育であったなら

ば防げた問題であると考えられる。また、思

春期の女子生徒は周囲との人間関係や自他の

容姿等、個別的かつ多様な悩みを抱える時期

である。よって、これらの悩みを整理分析す
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る補助システムの 1つとして、自画写真の自

他評価システムの確立と、生徒一人ひとりの

学校生活の最高の記録写真の自動弁別化を実

現することを目的とする。 

以上より、本研究では、女子学生の多様な

場面における自画写真自他評価を取得し、こ

れをもとに、教師あり機械学習手法で、学校

生活における各記録写真の自動分析評価シス

テムと、個々の生徒にとって最適なオーダー

メイド自動卒業アルバム制作システムを開発

する。 

 

2. 研究計画 

本研究では、女子生徒が学校生活の中で撮

影した写真をもとに、表 1に示す段階を経て、

教師が活用できる生徒自画写真と自他写真評

価による自動生徒プロファイル分析と、児童･

生徒へのフィードバックとして個々の生徒が

主役となるオーダーメイド卒業アルバムを自

動制作するシステムを開発する。 

 

表 1 研究計画の各段階における概要 

①写真デ
ータ取得 

学期単位など一定期間ごとに、学
校生活の自画写真を収集 

②写真自
己評価 

収集した自画写真を自己評価 

③写真プ
ロファイ
ル化 

各生徒の写真を、自己評価ととも
に、行事や日時データと合わせて
プロファイル化 

④写真他
者評価 

他の生徒の写真を、行事や日時デ
ータとともに参照し、他者評価 

⑤写真プ
ロファイ
ル分析 

写真データとその自他評価およ
び両値の乖離度から、AIにより
生徒プロファイル分析 

⑥自動卒
業アルバ
ム制作 

自他評価を教師ありデータとし、
一定期間ごとの最適な写真を AI
により弁別しアルバム化 

 

2.1自画写真の自己評価データ（表 1②） 

表 1①で収集した一定期間の学校活動にお

ける自画写真を、択一式アンケートで自己評

価する。自己評価項目は先行研究（２，３，４）を

参考に、写真そのものの良し悪しのほか、撮

影時の情景も尺度評定値として取得する。 

 

2.2自画写真の他者評価データ（表 1④） 

表 1③で得られた写真プロファイルのうち、

他の生徒の写真について、行事や日時データ

とともに参照し、2.1節で示したアンケート

と同一項目で評定する。 

 

2.3写真プロファイル分析（表 1⑤） 

2.1および 2.2節で得られた、自他評価に

関する尺度評定値と、両値の乖離度を算出し、

多変量解析によりその写真の時期の、生徒の

特性を分析する。得られた分析結果を教師デ

ータとし、教師あり機械学習とディープラー

ニングのアンサンブル学習（５）システムによ

り AI モデル化し、写真と自他評価から、自動

で生徒プロファイル分析を行うシステムを確

立する。 

 

2.4自動卒業アルバム制作（表 1⑥） 

大量に収集した、一定期間ごとの学校生活

における自画写真より、自動で卒業アルバム

に最適な写真を選別するシステムを確立する。

自他評価データを教師データとし、教師あり

機械学習手法で、卒業アルバムに最適な自画

写真を弁別する。また、選定する写真は、個々

の生徒に最適なオーダーメイドアルバムとな

るように、他者評価したデータから、自己の

アルバムに掲載するにふさわしい級友写真も

自動弁別する。 

なお、卒業アルバムを自動編集することを

想定しているが、現代のスタイルに合わせ、

気軽にどこでもスマートフォンなどからその

アルバムが見られるよう、電子データとして
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保存できるシステムの開発を行う。また、レ

イアウトなどは、特定の配置に抽出した画像

を埋め込み形式とし、デザインは複数種類生

成する。 

 

3. おわりに 

教員不足の問題とともに、集団教育から個

別対応へ変革が迫られる状況から、個々の児

童・生徒に個別対応が可能な、教育補助シス

テムの導入が急務である。よって、本研究で

は以下の実現を目標とする。 

・多感な女子児童・生徒の心を分析理解する

補助システムの 1つとして、自画写真と自他

写真評価による自動生徒プロファイル分析 

・個々の児童･生徒が主役となるオーダーメイ

ド卒業アルバムを自動制作するシステム 
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